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聖霊降臨節第 19 主日                No. 38 
 

主日礼拝 
 

前奏 「神の光よ、我らの心を照らしたまえ」 

             （H.ウィラン） 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「心を尽くして主に信頼し、自分の分別には頼らず 

常に主を覚えてあなたの道を歩け。 

そうすれば 

主はあなたの道筋をまっすぐにしてくださる。」 

(箴言 3：5～6) 
 

頌栄  27 「父・子・聖霊」 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

交読詩編  23：1～6 
一緒に ： 主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。 

司式者：主はわたしを青草の原に休ませ 

会 衆：憩いの水のほとりに伴い 

一緒に ： 魂を生き返らせてくださる。 

司式者：主は御名にふさわしく 

わたしを正しい道に導かれる。 

会 衆：死の陰の谷を行くときも 

わたしは災いを恐れない。 

司式者：あなたがわたしと共にいてくださる。 

会 衆：あなたの鞭
むち

、あなたの杖 

それがわたしを力づける。 

司式者：わたしを苦しめる者を前にしても 

会 衆：あなたはわたしに食卓を整えてくださる。 

司式者：わたしの頭に香油を注ぎ 

会 衆：わたしの 杯
さかずき

を溢
あふ

れさせてくださる。 

一緒に ： 命のある限り 

恵みと慈しみはいつもわたしを追う。 

主の家にわたしは帰り 

生涯、そこにとどまるであろう。 

 

賛美 16-1,3,5「われらの主こそは」 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 
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5 わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。

人がわたしにつながっており、わたしもその人につな

がっていれば、その人は豊かに実を結ぶ。 

 
賛美 509「光の子になるため」 

 

 
 

説教  イエスさまに連なる「その枝」として 

 

賛美 516「主の招く声が」 

  

  
  

 派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

 

後奏 「神の恵みゆたかに受け」(讃 21−91) 

          （D.ケルヴィーン） 

 

司 式 光成 由樹 

説 教  梅
うめ

田
だ

 玲
れい

奈
な

牧師 

（広島女学院中学高等学校:聖書科） 

奏 楽 大代 惠 

 
※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

 

《梅田玲奈牧師ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ》 

広島女学院中学高等学校、同志社神学部・神学研究科卒業。 

20 歳の時に京都の洛西教会で受洗、大学院 2 年生の時に平

安教会で派遣神学生。現在、広島女学院中学高等学校聖書科

教員。 

甘いものが好きです。 

 


